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「
開
発
途
上
国
」

と
い
う
言
葉
や
カ

テ
ゴ
リ
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て

半
世
紀
以
上
が
経

過
す
る
間
に
は
、

資
源
輸
出
国
や
経

済
発
展
を
推
進
で

き
た
一
部
の
諸
国

が
「
中
所
得
国
」

と
呼
ば
れ
、国
際
社
会
で
の
発
言
力
を
高
め
、

さ
ら
に
進
ん
で
欧
米
先
進
国
と
ほ
ぼ
肩
を
並

べ
る
数
カ
国
も
現
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
政
策
が
期
待
通
り
の
効
果
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
り
、
地
域
内
で
の
相
対

的
な
経
済
発
展
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
い
く
国

や
、
開
発
を
実
現
・
加
速
さ
せ
る
た
め
に
政

治
や
経
済
体
制
の
移
行
を
試
み
る
国
な
ど
、

途
上
国
間
で
も
国
内
状
況
の
多
様
化
が
進
ん

だ
。
ま
た
、
途
上
国
を
取
り
巻
く
外
的
環
境

も
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。
国
際
間
の
人
・

物
・
サ
ー
ビ
ス
・
資
金
移
動
の
量
と
ス
ピ
ー

ド
は
、
景
気
浮
沈
と
時
に
は
経
済
危
機
を
経

験
し
な
が
ら
も
増
加
を
続
け
、
そ
の
下
で
国

際
社
会
の
一
員
で
あ
る
た
め
に
は
、
途
上
国

に
も
多
く
の
ル
ー
ル
遵
守
や
義
務
が
課
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
書
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

途
上
国
が
経
済
発
展
の
根
幹
で
あ
る
財
政
を

い
か
に
運
営
す
る

か
（
で
き
る
か
）、

成
功
と
失
敗
の
要

因
は
何
か
を
再
考

す
る
と
と
も
に
、

経
済
発
展
の
過
程

で
生
じ
る
課
題
へ

の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
新
た
な

分
析
視
点
の
提
供

を
試
み
、
全
章
を
つ
う
じ
て
一
定
の
鳥
瞰
図

を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
、
ま
ず

序
章
で
途
上
国
の
財
政
問
題
に
関
す
る
国
際

社
会
で
の
認
識
の
変
化
、
開
発
援
助
枠
組
み

で
の
対
処
や
途
上
国
側
の
成
果
を
評
価
す
る

た
め
の
新
た
な
指
標
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て

概
観
し
た
の
ち
、
つ
づ
く
九
章
を
開
発
財
政

に
お
け
る
主
要
な
課
題
で
分
類
し
、「
歳
入

（
税
収
）
と
再
分
配
に
お
け
る
制
度
設
計
と

改
革
」、「
中
長
期
的
課
題
と
し
て
の
債
務
管

理
」、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
お
よ
び
貧
困
削
減
と
財

政
」
の
三
部
構
成
と
し
て
い
る
。

　

第
一
部
で
は
、
一
章
か
ら
四
章
ま
で
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
エ
ジ
プ
ト
・
韓

国
の
歳
入
構
成
と
再
分
配
政
策
に
関
す
る
国

別
分
析
、
五
章
が
財
政
運
営
と
も
関
連
深
い

金
融
政
策
（
通
貨
発
行
権
）
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
分
析
を
扱
っ
て
い
る
。
財
政
が
赤
字

基
調
、
移
行
経
済
、
資
源
輸
出
国
か
つ
地
政

学
的
レ
ン
ト
を
持
つ
国
、
ま
た
、
O
E
C
D

へ
の
正
式
加
盟
に
よ
っ
て
「
先
進
国
入
り
」

を
果
た
し
た
直
後
に
通
貨
・
経
済
危
機
を
経

験
し
た
国
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
が
経
済
・

財
政
運
営
を
行
う
上
で
拠
っ
て
立
つ
条
件
が

異
な
れ
ば
、
最
重
要
課
題
も
税
制
・
税
源
移

譲
の
歪
み
に
起
因
す
る
根
幹
的
な
問
題
か
ら

再
分
配
に
新
た
な
課
題
を
抱
え
た
場
合
ま

で
、「
途
上
国
」
と
し
て
一
括
す
る
に
は
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、

約
一
五
〇
カ
国
の
長
期
パ
ネ
ル
・
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
行
っ
た
経
済
成
長
に
伴
う
通
貨
発

行
益
（
シ
ニ
ョ
リ
ッ
ジ
）
関
す
る
分
析
で
は
、

一
つ
の
財
政
政
策
に
中
長
期
的
に
依
存
す
る

こ
と
が
適
切
で
は
な
い
と
の
結
論
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

第
二
部
で
は
、債
務
（
国
債
や
対
外
援
助
）

の
構
成
や
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
財

政
と
債
務
管
理
の
目
的
や
手
段
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
金
融

市
場
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
投
資
家
層
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
前
者
と
、
財
政
赤
字
補
填
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
予
算
策
定
・
実
施
サ
イ

ク
ル
と
公
会
計
・
監
査
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合

を
必
要
と
す
る
後
者
で
は
、
導
出
さ
れ
る
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
二

カ
国
は
I
M
F
・
世
銀
が
発
表
し
て
き
た
債

務
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
報
告
書

で
も
国
別
分
析
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、
併

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
三
部
は
、
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
後
半

か
ら
開
発
財
政
・
援
助
と
の
関
連
づ
け
が
強

め
ら
れ
て
き
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
貧
困
削
減
に

つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
ロ
ビ
ー
活
動
や
汚
職

が
家
計
の
厚
生
水
準
や
経
済
成
長
に
与
え
る

影
響
を
分
析
す
る
モ
デ
ル
構
築
や
、
従
来
、

開
発
財
政
の
明
示
的
対
象
か
ら
外
れ
が
ち
で

あ
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
行
政
に
組
み
込
む
指

標
の
概
念
に
関
す
る
考
察
を
つ
う
じ
て
、
援

助
機
関
側
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
評
価
基
準

を
途
上
国
が
財
政
政
策
と
戦
略
的
に
連
携
さ

せ
る
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

各
章
で
明
ら
か
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
指
摘
を
総
合
す
る
と
、
開
発
財
政
の
実

施
に
は
、
何
よ
り
途
上
国
自
ら
の
選
択
と
行

政
・
政
策
決
定
上
の
調
整
能
力
が
問
わ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
税
制
や
金
融
市
場
・
制

度
に
お
い
て
適
宜
か
つ
必
要
な
改
革
を
実
施

し
て
い
く
に
は
、
立
法
府
や
行
政
組
織
間
で

優
先
的
お
よ
び
中
長
期
的
な
開
発
目
標
が
共

有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら

は
世
界
的
な
取
り
組
み
を
要
求
す
る
も
の
か

ら
、
地
域
単
位
で
の
協
力
枠
組
み
が
存
在
す

る
も
の
、
あ
る
い
は
個
別
機
関
や
政
府
と
の

交
渉
な
ど
、
途
上
国
政
府
は
多
様
な
レ
ベ
ル

で
の
対
応
に
迫
ら
れ
る
。
自
国
で
の
経
験
を

持
つ
先
進
国
や
開
発
財
政
を
支
援
し
て
い
る

先
進
諸
国
・
国
際
機
関
側
に
も
、
改
善
を
要

求
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
の
み
で
は
な

く
、
援
助
対
象
国
に
お
け
る
適
切
な
制
度
構

築
と
政
策
実
行
性
を
確
保
す
る
た
め
、
多
国

間
で
の
比
較
検
討
が
可
能
な
情
報
提
供
や
指

標
の
策
定
・
改
訂
へ
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
分
析
手
法
や

理
論
的
考
察
は
、
本
書
に
残
さ
れ
た
課
題
と

し
て
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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